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＜連絡事項＞

· 本日、青陽館（デイケア・デイナイトケア）納涼会を開催。

＜青明舎情報交換＞

冨田　紀子　様～今後、市民病院にて検査結果を確認後、２３日よりデイケアを再開予定。

森田　清助　様～週２～３回の程度のデイケア利用となっており、利用に対し「面白くない。」との発言が聞かれる。

吉田　富秋　様～卓球を行いたく、以前に行った時に楽しかったと話される。しかし、スタッフへ、その事を伝える事は出来ていない。

大久保　恒夫様～深夜１時に青明舎へ「暇だから。」との理由で連絡をする事がある。変薬後から１２時間睡眠するようになり、その為夜間の睡眠が出来ず昼夜逆転気味になってきているとの事。日中活動し夜間の睡眠に繋げるよう訪問看護スタッフから助言を受けるが、「そんな訪看ならいらない。」と話している。

森　　彩子　様～体調はよいが、交際相手から金銭を巻き上げられる事があり、断ると山に置き去りにされ、縁を切る事も出来ず寂しいと話される。

田中　宏明　様～昨日、3時間程かけて青明舎スタッフと面談を実施。20時に就床し4時には起きて18時まで仕事を行なっているが、社長からいつ連絡がくるのか分からず、家に篭っている状態でストレスを感じるとの事。日曜日だけは休日であり、平日はウォーキングを行う事で気分転換にはなるとの事。社長作成の契約書では、自身のペースを考えゆっくりと仕事を行っても良いとの事だが、実際には急ぎの仕事がくる事もある。辛い時には無理をせず仕事を断る事や、時間を見つけ気分転換を行う事、相談ある際にはデイケアや青明舎を利用する事を助言している。

佐藤　朗子　様～仕事で同僚に対し、どのように仕事を教えたら良いのか分からず直ぐに泣いてしまう事があるとの事。相手（同僚）の調子が悪いようであり、定期的に話を聞くなどして対応していく。

平　　康子　様～鞄に入れておいた金銭3万円が無くなったと報告がある。グループホーム自室内入り口付近に鞄の口を広げて置いており、その他のお札はきれいに畳んだ状態のまま残されていたとの事。今回は報告が遅く、速やかに報告する事、貴重品は眼につかない場所で鍵をかけ管理する事の大切さを伝えている。次回、同様の事が発生した際には被害届を提出し、加害者が判明した際にはグループホーム利用について検討していく事とする。

＜外来情報＞

平　　京子　様～発熱(37.0℃)・鼻汁・くしゃみ・咳嗽・頭痛・食欲低下あり、ＰＬ顆粒とうがい薬が５日分処方となる。

袴田　隆裕　様～職親は継続利用しており、先週は6日勤であったとの事。9/15以降から8時間労働となる予定。部品製造などの単純作業では遂行可能であり、疲労感を感じるが翌日には回復できているとの事。次回8/9受診予定。

田中　一　　様～自身で血圧計を購入し頻回に測定している様子。血圧高値でありアルダクトン追加処方となる。水分補給と塩分摂取を控えるよう担当医から説明を受けている。特定女性利用者様について、「スタッフが見てない所で近付いてくる。」と訴える事がある。

高橋　洋子　様～便秘以外は調子が良く、下長内科クリニックへは通っていないとの事。センナリド

1錠から2錠へ増薬している。様子を見ながら自己調整するようにと担当医から説明がある。自身も水分補給をペットボトル3本（1500ml）までにするようにしているとの事。

稲垣　ふき　様～夜間の不眠を訴えるが日中の眠気はないとの事。土曜日に発熱あり、姉や松平先生の声で幻聴があると話される。眠剤と向精神薬調整中。

















































